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・妊娠初期に感染すると「先天性風しん症候群」
の赤ちゃんが生まれる可能性

・風しんの免疫を持っていない３０～５０歳代
男性が感染源に

予防接種制度の変遷により
３０～５０歳代の｢男性｣の

抗体保有率が低い

まず自分の風しんの免疫の有無を知ろう！
風しん抗体検査

風しん抗体検査等推進事業

今後の対策

県内でも３年ぶりに
患者を確認

10月２日現在２人

妊娠を希望される｢女性｣
には免疫がない方も

・昨年の患者数の８倍
・男性患者数は女性の４.８倍

［保健福祉部］

【平成30年度9月補正予算額 65,000千円】

担当：健康増進課

対象 者
・妊娠を希望される又は妊娠する可能性の高い女性
・昭和３７年４月２日（今年度５６歳）から
平成 ２年４月１日（今年度２８歳）までに生まれた男性

検査場所 県内６保健所及び協力医療機関

検査料金 無料

実施期間 平成３０年１０月１６日（予定）から平成３１年３月末まで

検査結果後
の対応

陽性の場合：問題なし
陰性の場合：保健所・医療機関から

ワクチン接種のアドバイス →「ワクチン接種」

市町村と連携して
接種率アップ！

感染拡大防止のために
普及啓発の強化

・マスメディアを活用した情報発信
・関係機関と連携した働き盛り世代
へのアプローチ

・リーフレットの作成，配布

風しん大流行 10月2日公表
本年9月23日までで

全国の患者は既に７７０人

経緯

安心して子どもを生み育てることができる徳島の実現！

課題

東京オリパラまでに
“風しんゼロ･プロジェクト”

推進中！

・定期予防接種

していない
・妊婦と
接触濃厚な世代

1


